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発表演題名 環境水中の LAS 分析における操作ブランク低減化の検討 

学会名 第 29 回全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部研究会 

発表者名 荻野賢治 

開催場所 じばさん三重（三重県四日市市安島 1丁目 3番 18 号） 

開催日時 平成２７年１月１５日（木） 

発表内容 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩（LAS）は平成 25 年 3 月

環境省告示第 30 号で新たに水生生物保全項目として環境基準に追加され

た。試験方法の検討のため当センターで LAS 分析を実施したところ、操作

ブランク値が高い傾向がみられ、その原因として固相抽出操作で用いる分

析機材に LAS が付着残存している可能性が考えられた。そこで本研究で

は、LAS のコンタミネーション汚染低減化のための固相抽出操作を検討

し、さらに根本的な汚染対策として、固相抽出操作を行わずに水試料を分

析機器に直接導入する方法についても検討した。 

 


